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林 亨
北翔大学教育文化学部芸術学科
今回掲載した作品は，2018年3月5日（月）－25日
（日）にポルトギャラリーで開催した展覧会「山是山水
是水：ヤマハコレヤマミズハコレミズ」に出品したもの
である。この展覧会は，本研究グループの成果報告展で
あり，本研究員でインデペンデントキュレターの塚崎美
歩氏による企画展覧会として開催している。この展覧会
のタイトルである「山是山水是水」は，禅語1）として知
られるが，古くから様々な解釈が残されている。
禅宗である曹洞宗を開いた道元の著述とされる『正法
眼蔵』に以下の記述がある2）。「古仏雲門文偃は云う，
「山是れ山なり，水是れ水なり」と。／この言葉は，や
まを是れやまと云っているのではない，山は是れやまと
云っている。そうであるから，やまを学ぶべきである，
山をこのように究めれば山の本質が現われる。／山水と
はこのような山水であり，山水はそのまま祖師の賢を現
わし，祖師の聖を現わしている。山水はそのまま仏経で
ある。（／は改行を表す）（現代語訳石井恭二）」これ
は，『正法眼蔵』にある「山水経」という項目にある記
述である。
それを今回の展覧会と塚崎氏の意図に照らして解釈す
れば，やはり「境界」というキーワードを思いついた。
通常は，山は山としか，水は水にしか見えない。事物と
言葉が一致した認識の元では当たり前のことであろう。
しかし，多くの先人たちの解釈では，そのあとに悟りの
境地の説明として，その境界の曖昧さを説いている。悟
りの境地からは，事物の境界がなくなり一体化し，万物
は同一体となり言葉の概念が曖昧になる。ところが，さ
らに悟りを超えていくような段階があり，山が山として
水が水として新鮮に蘇ってくることが禅の求める最終段
階であるとするのである3）。それが「祖師の賢と聖」で
あり，「山水」そのものが仏教の教えのすべてであろう
「仏経」であると。
禅問答の多くはパラドクスといえる文脈を有する。一
見無意味のようで矛盾を含むようなやりとりが実はとて
もプラグマティックであり，境界を材料にして物事の本
質に迫る態度は，人間の膨大な知恵とエネルギーが費や
される。当たり前のこと述べているにもかかわらず，幾
人もの偉人たちが形として（例えば書として）残し，解
釈を述べる。まさしく禅語たる所以であろう。そしてそ
れは，アートの構造に似ている。実は，筆者がこれまで
述べてきた，言語とその認識の問題を絵画表現で模索す
る構図と合致する。言葉の概念（境界）がつくられる臨
界を楽しめる絵画4）の追求である。
1）禅宗独特の言葉を指す。『禅語の茶掛を読む辞典』（沖本克
己・角田恵理子著，講談社学術文庫，2017年）によれば，『禅
林句集』などにある句をさすが，「特別のカテゴリー」はな
いとしている。
2）『現代文 正法眼蔵』全六巻（河出書房新社1999年～2000年
発刊）の文庫版『現代文訳 正法眼蔵2』（同社2013年発
刊）を参照。いずれも石井恭二訳。
3）中国，唐末五代の禅僧，雲門文偃がその語録『雲門公録』で
述べたとされる言葉である。雲門文偃が開いた雲門宗は現存
しないようだが，「日日是好日」など，現在に引き継がれて
いる著名な禅語を残した。前出の『禅語の茶掛を読む辞典』
によると，唐の禅僧，青原惟信が『五燈会元』において以下
のように述べている。「老僧三〇年前，未だ禅に参せざる
時，山は是れ山と見，水は是れ水と見れり。乃至後来（ない
しこうらい），親しく知識に見（まみ）え，箇の入所（さと
り）有りて，山は是れ山ならずと見，水は是れ水ならずと見
れり。而今（じこん）（いま）箇の休歇（きゅうけつ）の処
（つまり），依前として山は祇（ただ）是れ山とみ，水は祇
是れ水と見る」
4）ポルト年報3号にて筆者は以下のように述べている。
「言葉も，一種の窓と考えられる。しかも，窓の向こうは見
るものによって変化し遠近感も違う。ものの概念が先にあ
り，それに命名されたのではなく，言語化しながら概念が切
り取られてきたように，言語が領域を設定する以前にも，お
そらく何かしら区切る物差しのようなものがあったに違いな
く，その物差しは窓といっていい。要するに，今回の作品
は，そのような物差しを表す作品になればと考えている。そ
して，その先には，初めから人間にあったと思われている
『心』の後進性についての問題意識を喚起する装置を作りた
いと目論んでいるのである。」
（本研究は，ポルト研究の助成を受けて実施された。）
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